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1. 本研究の目的と方法

本研究は、中等教育課程（中学校・高等学校）の学校建

築について、新たな建築的視座を示すものである。中・高

等学校は近年の社会情勢により大規模化・中層化の傾向に

あり、学校教育も知識重視から主体的・対話的な学びによ

り学校全体を学びの場とする方向に変わりつつある。この

「大規模化・中層化」「主体的な学び・学校全体の学び空間

化」という現代的課題に対応する空間形成の手法の一端を

明らかにすることを目的とする。 

研究の方法としては、近年の中等教育課程の学校建築の

傾向を分析し、その傾向が特徴的に表れている学校建築を

研究対象として、その建築を特徴づけている設計手法を分

析し、おのおのの建築において今日的課題である「学校全

体を学びの場とする」空間がどのように生み出されている

かを考察する。 

一連の研究の端緒として，本論文では、教育分野と建築

分野双方の動向の把握を行い、1970 年以降の学校建築の空

間構成の類型化を行なう。本論文の構成は、2 章で研究の

背景について、3 章で研究対象について記述する。4 章では

中等教育課程の学校建築対象(88 校）における規模・階数・

学校種別・竣工年代の傾向を明らかにし、対象の絞り込み

をおこなう。5 章では類型化にあたっての視点について考

察し、 6 章では絞り込まれた対象校(22 校）の空間構成の

分析を通じ、類型化を行なう。なお、本論文は、2023 年 6

月に日本建築学会近畿支部研究発表会で発表した 2 編 1)を

加筆修正してまとめたものである 

2. 本研究の背景

2.1.学術的背景：建築計画学の動向 

学校建築計画学の蓄積は、戦後の量的整備の時代を経て、

1960年代半ばには「学校内部の問題についてはすでに一通

りの成果」が得られた2)と考えられるまでになった。 

1970年以前の研究が教室利用の合理化を主として目指し

たものに対し、1970年代には生徒の日々の活動そのものに

教育的効果が発生するとの考えのもと、1971年の中教審「第

3の教育改革構想」と並走するように「すべての空間が教育

のメディアになる」3)という考え方が広まった。 

その後、1984年の多目的スペース整備補助制度を契機と

して、新しい学校建築を生み出す動きが本格化し、学校建

築にオープンスペース（以下OS）が浸透したが、教育上の

効果を意図した試みは、スペース、コーナーなど部分的な

空間の試みに留まっていたため、1980年代後半に、設置意

図の正しい理解なくOSを設けてさえいればよいという状況

に対して「OSという画一化」4)と懸念する声があがった。 

1980 年代に始まった OS 研究 5)以降の学校建築計画学の

分野では、初等教育課程(小学校)を対象とする研究が多数

を占めていた。一方、中等教育課程(中学校、高等学校)を

対象とする研究は、2000 年以前には少なかったが 2000 年

以降は増加の傾向にある。 

小学校を対象とする研究では、学習形態・生活活動の実

態をふまえた学びに寄与する単位空間の研究として、普通

教室などに関する研究 6)、生徒の居場所に関する研究 7)な

どが中心となっており、多くが行動観察やアンケート調査

に基づく研究 8)となっている。空間構成を扱った研究には、

室の配列・配置を扱った研究 9)などがあるが、全体の 1 割

に満たない。 

中学校を対象とする研究は小学校研究より少ないが一定

数あるが、多くは小学校研究と同様に調査に基づくもので

あり、空間構成を扱った研究 10)は 1 割に満たない。 

高等学校を対象とする研究は小学校の 1/4 以下と少なく、

単位制高校や総合高校など一般の高校と異なるカリキュラ

ム・授業方式の学校を対象とした研究 11)があげられる。

初等教育課程と中等教育課程を接続する小中一貫校を対

象とする研究は、2015 年の小中一貫教育制度創設にあわせ、

近年多く見られる。小学生と中学生の交流に関する研究 12)、

時程編成に関する研究 13)といった教育課程間連携につい

ての研究がみられるが空間構成を扱った研究はみられない。 
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中高一貫校を対象とする研究は、1999 年の中高一貫教育

制度創設に合わせた研究の動きは少なく、2000 年以降に目

立った増加傾向はない。内容としては、教室配置に関する

研究 14)がみられる程度である。 

以上をまとめると、学校建築計画学の分野では、初等教

育課程を対象とする研究に比べ中等教育課程を対象とする

研究は限られており、研究分野では、学習空間の研究に比

べ空間構成、特に「空間形成手法」に関する研究は少なく、

特に大規模化・中層化に関する研究はみあたらない。 

2.3.社会的背景：教育に関する文部科学省施策の動向 

 社会の情勢に応じ学校に求められる課題はつねに変化し

ていく。文科省はその変化に即応し、場合によってはリー

ドする形で 15)、学習指導要領の改訂やさまざまな調査研究

をおこなってきた。以下に文科省の近年の施策動向を記す。 

最新の 2017・18 年改訂学習指導要領では、「変化に積極

的に向き合い他者と協働して課題を解決すること、情報を

再構成して新たな価値につなげていくこと」により重点が

置かれ、教育のテーマとして従来のコンテンツ・ベース（知

識・技能）からコンピテンシー・ベース（資質・能力）へ

の移行、そのための「主体的・対話的で深い学び」が打ち

出された。これは、従来の「教室で教えられるコト」から、

「教室だけでは教えられないモノ」へと教育の目標を全く

異なる次元で定義しなおした大転換 16)と考えられている。 

また、2022 年「新しい時代の学びを実現する学校施設の在

り方について」調査研究報告書 17)では、報告書作成の過程

において教育関係者から建築空間がもたらす効果への期待

が強く表明されたことを受け、副題に「未来志向で実空間

の価値を捉えなおし、学校施設全体を学びの場として創造

する」を掲げた。 

あわせて、同学習指導要領では「資質・能力の育成」に

際して、保・幼・小・中・高を通じた一貫した目標として

掲げたことも大きな特徴である。これは幼小連携・小中連

携・中高連携・高大連携への文科省の取り組みと軌を一に

しており、接続ギャップの解消を目的として始まった学校

間連携が、人口減少、社会・産業構造の変化に対応するた

めの学校連携・統合へ目的が拡大している。一方で 1999 年

に中等教育学校の導入が、6 年間の計画的・継続的な教育

活動の展開、継続的な生徒の活動の把握、異年齢交流によ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る生徒の育成をねらいとして始まった。約 10 年後に文科

省がおこなった実態調査 18)では、多くの学校が中高一貫教

育導入の結果、異年齢交流による生徒の育成に成果があっ

たと回答している。 

以上をまとめると、社会的には「主体的・対話的な学び

の場」を実現するための「学校施設全体を学びの場とする」

空間が以前に増して求められている、と考えられる。 

3.本研究の対象・規模・年代 

3.1.対象教育課程 

前章で述べた学術的背景と社会的背景をふまえ、本研究

は中等教育課程を対象とする。 

その理由は、生徒の心身面と活動面の発達的特徴の差異

について、教育学の分野では「初等教育課程は心理発達的

にも体格的にもケアを受けるべき対象であることに加え、

生活的にも行動範囲や家庭の関係がある程度安定しており、

社会性を身に着ける手前の段階と考えられる。一方、中等

教育課程は心理発達的にも自己理解が進み、他者との関係

を構築していく重要な時期にあたり、成長に伴って空間の

把握力が発達する」19)と位置づけられており、したがって

本研究の対象には、学校活動において人格形成期として学

びの内容が多様化・深化するだけでなく、課外活動・文化

祭など生活の活動や範囲も多様化する、中等教育課程年齢

期の学校建築が適切であると考えた。 

3.2.対象年代 

対象年代は、中央教育審議会 1971 年 6 月の答申「今後に

おける学教育の総合的な拡充整備のための基本的施策につ

いて」(第 3 の教育改革構想)を受け、画一的であった学校

建築が大きく変わり始めた 1970 年代からとした。対象校

は、1970～2019 年の 50 年間に「新建築」誌 20)に掲載され

た中学校・高等学校（以下高校と記載）の事例 101 校のう

ち、校舎全体の面積、クラス数が不明な 8 校、短大併設校・

小学校併設校・高専・工業高校 5 校を除く 88 校(内訳は中

学校 45、高校 18、中高一貫校 25)を取り扱う。各学校の延

床面積、クラス数、階数を一覧表(表 1)で示す。 

3.3.規模の区分 

規模について、クラス数 21)と延床面積 22)に着目し、S、M、

L、LL の 4 規模を設定した。クラス数が同じであっても延 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 1970～2019 年に「新建築」誌に掲載された中等教育課程の学校 101 作品のリスト 

注︓()は校舎全体の⾯積もしくはクラス数が不明の学校を⽰す。 イタリック体の学校名は短⼤併設校・⼩学校併設校・⾼専・⼯業⾼校を⽰す。 

学校名 延床⾯積(㎡) クラス数 階数 新建築出典 武⽥中学校・武⽥⾼等学校 13,037 35 5 1991/01 (⼋王⼦実践中学校・⾼等学校) 16,890 - 4 1998/12 会津学鳳中学校・⾼等学校 22,054 27 3 2008/01

⽩浜中学校 4,241 15 1 1970/11 千⾥国際学園 16,669 24 4 1991/07 獨協中学・⾼等学校 11,169 30 5 1999/02 海陽中等教育学校　 21,555 24 4 2008/01

相⾺市⽴中村第2中学校 3,064 12 2 1974/11 三春町⽴桜中学校 4,432 6 2 1991/12 ⼤⽥原市⽴（⿊⽻町⽴）両郷中学校 2,590 3 2 1999/03 ⾜⽴学園中・⾼等学校 16,670 42 6 2008/01

東⾦中学校 14,002 33 4 1975/06 ⾦沢⼯業⾼等専⾨学校 9,960 15 4 1992/02 稲城市⽴稲城第六中学校 7,847 18 2 1999/06 カリタス⼥⼦中学⾼等学校 24,390 27 4 2008/06

⽇本⼤学第三中学校・第三⾼等学校 18,004 24 2 1976/07 慶応義塾湘南藤沢中等部・⾼等部 13,157 30 5 1992/08 豊昭学園豊島学院⾼校 10,701 18 B2,4 1999/10 ⿅沼市⽴⻄中学校 9,426 17 2 2008/06

⽥野畑中学校 3,926 7 2 1976/10 内⼦町⽴⼤瀬中学校 2,206 6 1 1992/10 出⽯町⽴出⽯中学校 8,692 12 3 2000/01 広島なぎさ中学校・⾼等学校 17,469 36 4 2009/01

東浦町⽴北部中学校 11,503 24 2 1977/05 睦学園神⼾国際中学校 10,001 18 4 1992/12 桐蔭学園⾼等学校 33,556 44 6 2000/04 ⻑岡市⽴東中学校 11,181 12 3 2009/03

宇⼟市⽴鶴城中学校 6,130 21 3 1978/05 淡路町⽴岩屋中学校 5,676 10 3 1993/10 ⽴教池袋中学校・⾼等学校 17,871 24 6 2000/04 川上村⽴川上中学校 6,395 6 2 2009/04

清実学園中学校・⾼等学校 13,495 14 3 1978/06 ⾦⼭町⽴⾦⼭中学校 7,973 11 3 1993/11 広島市⽴基町⾼等学校 21,550 30 4 2000/07 同志社中学校・⾼等学校 24,278 48 3 2010/06

弥富町⽴弥富北中学校 7,326 18 3 1979/06 隠岐の島町⽴（五箇村⽴）五箇中学校 4,242 3 2 1994/04 宮城県迫桜⾼等学校 18,119 18 2 2001/05 (MIHO美学院中等教育学校) 25,318 - 4 2012/12

直島中学校 3,581 6 3 1979/07 ⽯橋町⽴⽯橋中学校 15,440 24 4 1995/03 聖籠町⽴聖籠中学校 16,958 15 2 2001/09 ⻑岡市宮内中学校 13,392 18 4 2012/12

智辯学園和歌⼭中学・⾼等学校 12,300 24 2 1979/09 千葉市⽴打瀬中学校 9,468 12 3 1995/06 早稲⽥実業初等部・中等部・⾼等部 32,121 60 3 2001/12 ⼤⽥原市⽴⿊⽻中学校 10,747 12 3 2012/12

横浜市⽴川和中学校 6,584 15 3 1981/10 三春町船引町学校組合⽴要⽥中学校 3,582 4 3 1995/06 豊後⼤野市⽴（緒⽅町⽴）緒⽅中学校 7,048 7 B1,4 2002/08 灘中学校・⾼等学校 15,594 24 B1,4 2013/07

(国本⼥⼦⾼等学校) (4,791) 27 B1,3 1982/06 (札幌市⽴⾼等専⾨学校) 15,418 - 3 1996/02 横須賀市⽴横須賀総合⾼等学校　 24,202 32 3 2003/04 嬉野市⽴塩⽥中学校 8,436 12 2 2015/01

芝浦⼯業⼤学中学・⾼等学校 10,480 22 6 1982/09 呉武⽥学園呉港⾼校 10,363 16 4 1996/04 (横浜雙葉学園　増築) (8,297) 24 B1,5 2003/06 ⽴命館中学校・⾼等学校 36,893 51 6 2015/06

早稲⽥⼤学本庄⾼等学院 10,577 18 3 1984/01 東京都⽴晴海総合⾼等学校・短⼤ 30,870 18 7 1996/06 沼津中央⾼等学校 8,000 18 4 2003/06 七ヶ浜町⽴七ヶ浜中学校 4,703 9 1 2015/06

成⽥市⽴成⽥中学校 6,324 12 2 1985/06 千葉県⽴幕張総合⾼等学校 35,231 54 7 1996/06 東京都⽴芦花⾼等学校 15,615 18 3 2003/07 愛知産業⼤学⼯業⾼校 13,441 36 7 2017/04

盈進学園東野⾼等学校 10,949 30 2 1985/06 岩出⼭町⽴岩出⼭中学校 10,879 18 B1,3 1996/06 福島県⽴いわき光洋⾼等学校 14,176 18 3 2004/08 栄光学園 13,319 24 2 2017/04

桐蔭学園⼥⼦部中学校・⾼等学校 23,717 30 B2,4 1985/09 旭町⽴旭中学校 5,862 6 3 1996/11 拓殖⼤学第⼀⾼等学校 19,504 39 4 2004/08 鎌倉市⽴⼤船中学校 9,981 15 3 2017/04

南砺市⽴城端中学校 9,527 15 3 1987/09 ⾢南町⽴⽻須美中学校 4,358 3 2 1997/02 東海⼤学付属第⼆(熊本星翔)⾼等学校 11,579 36 3 2004/08 陸前⾼⽥市⽴⾼⽥東中学校 7,172 6 2 2017/04

(千葉英和⾼等学校) (8,078) 22 3 1987/12 ⼤阪府⽴茨⽊⾼等学校 15,416 27 4 1997/09 恵泉⼥学園 中学・⾼等学校 22,339 30 4 2004/08 北区⽥畑中学校 8,255 9 8 2019/06

美⾺市⽴脇町中学校 3,079 9 3 1988/04 倉敷市⽴⽟島北中学校 13,374 15 4 1997/12 静岡⼤成中学校・⾼等学校 11,447 27 6 2005/03 追⼿⾨学院中学校・⾼等学校 13,998 36 4 2019/06

つくば市⽴⾕⽥部東中学校 5,442 9 3 1988/06 (熊本県⽴天草⼯業⾼等学校) 18,239 - 5 1998/02 加賀市⽴錦城中学校 7,514 17 2 2005/11 愛知県⽴愛知総合⼯科⾼等学校 30,692 30 5 2019/06

那覇市⽴⽯嶺中学校 9,463 21 B1,4 1989/01 (岡⼭県⽴烏城⾼等学校) 12,939 - 5 1998/02 東京都⽴⼤江⼾⾼等学校 14,817 16 4 2006/04 広島叡智学園中学校・⾼等学校 10,590 12 1 2019/06

熊本県⽴東稜⾼等学校 13,152 20 3 1990/09 東京都⽴⼤⼭⾼等学校 15,374 18 4 1998/11 篠⼭市篠⼭中学校 10,309 15 3 2006/04

富⼠⾒市⽴富⼠⾒台中学校 7,484 18 3 1990/10 学習院中・⾼等科校舎 14,669 30 5 1998/12 坂井市⽴丸岡南中学校 10,979 15 2 2006/10
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床面積の大きいものは規模感が異なる 23)ことから、以下を

各規模の条件とした。 

・S:11 クラス以下かつ 6,600 ㎡以下:中・高は学年 4 クラ

スに満たない規模、中高一貫校は学年 2 クラスに満たな

い規模である。 

・M:18 クラス以下かつ 10,800 ㎡以下で S を除く範囲：中・

高は学年 4～6 クラス、中高一貫校は学年 2～3 クラスの

規模である。 

・L:30 クラス以下かつ 18,000 ㎡以下で S、M を除く範囲：

中・高は学年 7～10 クラス、中高一貫校は学年 4～5 クラ

ス。生徒数が 1000 人前後となる、従来から大規模校と捉

えられていた規模である。 

・LL:31 クラス以上又は 18,000 ㎡以上：中・高は学年 11 ク

ラス以上、中高一貫校学年 6 クラス以上。従来、過大規

模校と捉えられていた規模である。 

3.4.竣工年代の区分 

文科省の施策の動向にあわせた時代区分として、1970 年

から 2019 年の 50 年間を大きく以下の 3 期に分類した。 

・第 1 期(1970-1984 年):中教審による「第 3 の教育改革構

想」(1971 年)以降とする。 

・第 2 期(1985-1999 年):多目的スペース整備補助制度、「教

育方法等の多様化に対応する学校施設のあり方」に関す

る調査研究(1984 年)による整備が始まる 1985 年以降、

中等教育学校の導入(1999 年)までとする。 

・第 3 期 (2000-2019 年)：中等教育学校の導入(1999 年)、

子ども達の未来を拓く学校施設の整備推進(1999 年)、エ

コスクールの整備推進(2000 年)など、新たな教育課程、

地域連携、複合化などへのさまざまな対応が始まった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2000 年以降とする。 

4. 学校種別・規模・竣工年代・階数の傾向 

4.1.学校種別と規模の分布 

88 校について、延床面積(X 軸)とクラス数(Y 軸)により

学校の分布図を作成した(図 1)。結果、図中に楕円で示す

ような学校種別による分布の違いが確認できた。具体的に 

は、中学校は S・M 規模、高校は L 規模、中高一貫校は L・

LL 規模に多くの学校が集中していることが読み取れた。 

4.2.規模・階数・学校種別・竣工年代ごとの学校数 

同様に 88 校について、規模・階数・学校種別・竣工年代

ごとの学校数一覧を作成した(表 2）。その結果以下の傾向

が読み取れた。 

S は 14 校すべて中学校に限られる。階数は 2 階建以下が 8

校、3 階建が 6 校である。M は 27 校中、20 校が中学校(3 階 

建以下が 18 校)、4 校が高校(3 階建 1 校、4 階建 3 校)であ

る。L は 27 校中、10 校が中学校(2 階建 3 校、3 階建 3 校、

4 階建 4 校)、7 校が高校(2 階建 1 校、3 階建 3 校、4 階建

3 校）、10 校が中高一貫校(3 階建以下 3 校、4 階建が 2 校、

5 階建以上が 5 校）である。LL は 20 校中、1 校が中学校(4

階建）、7 校が高校(3 階建以下 3 校、4 階建以上 4 校）、12

校が中高一貫校(3 階建以下 3 校、4 階建が 6 校、5 階建以

上が 3 校）である。 

4.3.各規模における学校種別割合 

S・M では中学校が大半を占める。L は各学校種別が均衡

し、LL では中高一貫校が 6 割となる(表 3)。 

4.4.各規模における階数別割合 

S ではすべて 3 階建以下、M では 3 階建以下が 3/4 を占

表 2 規模、階数、学校種別、竣工年代ごとの学校数 
規模

階数 小計 小計 小計 小計

学校種別
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1970-1984 1 1 2 1 1 2 1 5 1 1 1 1 1 5 1 1 2 14

1985-1999 1 4 5 10 2 4 2 1 9 1 1 1 3 2 1 3 12 1 1 1 3 34

2000-2019 1 1 2 1 4 4 1 1 1 1 13 2 1 1 2 1 1 1 1 10 1 2 2 2 5 1 2 15 40

合計 2 0 0 6 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 14 1 0 1 7 0 0 10 1 0 1 3 1 1 0 1 27 0 0 0 3 1 2 3 3 1 4 3 2 0 0 5 27 0 0 0 0 1 1 0 2 2 1 2 6 0 2 3 20 88

5階以上

S M L LL
合計

1階 2階 3階 4階 5階以上1階 2階 3階 4階1階 2階 3階 4階 5階以上 1階 2階 3階 4階 5階以上

表 3 各規模における学校種別割

合

表 4 各規模における階数別割合 表 5 各年代における規模別割合 

S M L LL

1970-1984における規模別割合 14.3% 35.7% 35.7% 14.3%

1985-1999における規模別割合 29.4% 26.5% 35.3% 8.8%

2000-2019における規模別割合 5.0% 32.5% 25.0% 37.5%

2階建以下 3階建 4階建 5階建以上

Sにおける階数別割合 57.1% 42.9% 0.0% 0.0%

Mにおける階数別割合 33.3% 40.7% 18.5% 7.4%

Lにおける階数別割合 22.2% 25.9% 33.3% 18.5%

LLにおける階数別割合 10.0% 20.0% 45.0% 25.0%

中学校 高等学校 中高一貫校

Sにおける学校種別割合 100.0% 0.0% 0.0%

Mにおける学校種別割合 74.1% 14.8% 11.1%

Lにおける学校種別割合 37.0% 26.0% 37.0%

LLにおける学校種別割合 5.0% 35.0% 60.0%
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教育課程︓〇中学 □⾼校 ●中⾼⼀貫校,           
年代︓囲み数字 1:1970-1984, 2:1985-1999,  
     3:2000-2019,      
⽴地︓Ⅰ市街地(商業地), Ⅱ市街地(住宅地),  
     Ⅲ郊外住宅地＋緑地, Ⅳ⽥園地(農村⾵景) 

中⾼⼀貫校 
ボリュームゾーン 

⾼等学校 
ボリュームゾーン 

中学校  
ボリュームゾーン 

図 1 延床面積とクラス数による中学校・高等学校・中高一貫校の分布図 
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める。L では 4 階建以上が 5 割、LL では 4 階建以上が 7 割

を占める(表 4)。 

4.5. 各年代における規模別割合 

 S は近年になるに従い減少傾向にある。各年代に占める

M、L の割合は 25～36％と一定している。2000 年代に占め

る LL の割合が急増している(表 5)。その理由は中高一貫校

が L では年代ごとに 3→4→3 と増減がなく、LL では 1→2

→9 と増加があるためと考えられる(表 2)。 

4.6. まとめ 

以上により近年の学校建築において中等教育課程、特に

中高一貫校で大規模化・中層化が進んでいることを明らか

にした。その具体的な諸点を示す。 

・3 学年の中学校・高校に比べ、中高一貫校は 6 学年であ

るため規模が大きくなるのは順当な結果と考えられるが、

その傾向がはっきりと示された。 

・規模が大きくなるにつれ階数が増える、特に、L、LL の大

型校では 4、5 階建校舎が多数を占める。 

・規模の大型化は、LL で顕著であり、2000 年代になって急

増し、特に中高一貫校において大型化がみられる。 

5.類型化の視点 

4 章の考察から導かれた中高一貫校を対象として空間構

成の類型化をおこなう。対象は 1970～2019 年に「新建築」

誌に掲載された中高一貫校 25 校のうち、現存しない 2 校、

増築が主であった 1 校を除く 22 校とした（表 6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.1.空間的特質をふまえた類型化の視点 

学校建築の特質は「学校」という「コミュニティ」のた

めの空間であることである。その「コミュニティ」が空間

としてあらわれることにおいて、庁舎やホール、図書館な

どのビルディングタイプと本研究対象は大きく異なる。コ

ミュニティの活動が、グループ・クラス・学年・学校全体

などの場面に応じて、さまざまな集団の規模・性格を伴っ

ておこなわれる。 

この活動を支える空間を分析するにあたり、「全体構成」

(棟の構成、単位空間の配列)、全体構成に関連する「外部

空間の性格」、「アクティビティや居場所を支えるフリー・

スペース」の 3 項目を類型化にあたっての視点とした。 

5.2. 全体構成：棟の構成と単位空間の配列 

建築の棟数により、《１棟型》と《複数棟型》に分けら

れる。《複数棟型》には、<連結型>と<分棟型>がある。棟

の構成は《ライン型(非回遊)》、《フィンガー型(非回遊)》、

《ループ型(回遊)》があり、これらを組み合わせることで

さまざまな棟の構成のバリエーションが生まれる。 

単位空間としての教室は、１クラスあたりの生徒数およ

び、採光・換気の性能確保から 70 ㎡(普通教室)～140 ㎡(特

別教室)程度が一般的であり、この単位空間の集合が学校の

骨格をなす重要な要素である。単位空間の配列には<I 型配

列>、<L 型配列>、<コ型配列>、<ロ型配列>があり、配列の

形状により外部空間を囲む構成となる。《複数棟型》では、

この 4 種の配列に加え<平行配列>がある。それぞれの配列

に教室と廊下の関係により、<片廊下型>、<中廊下型>、廊

下の間に吹抜けのある<ダブル廊下型>がある。 

これらをもとに、全体構成に関し 5 類型が抽出された。

【1 棟ライン型】は<片廊下型>、<中廊下型>を問わずライ

ン状に単位空間を配列する。<I 型配列>、<L 型配列>、<コ

型配列>があり、形状により外部空間を囲む構成となる。 

【1 棟フィンガー型】はある場所を基点として枝分かれし

ていく。枝部はライン状になるものが多い。基点部の在り

方により空間が性格づけられる。 

【1 棟ループ型】は中庭、吹抜け、大きな部屋(図書館など)

の周囲に<コ型配列>、<ロ型配列>に単位空間を配列する。 

【複数棟連結型】には、複数棟を渡り廊下が繋ぎ各棟が枝

分かれする《フィンガー型》、複数棟を渡り廊下が繋ぎ各

棟がループ状に配列する《ループ型》が認められるが、1 棟

型ほどの明確な差異がなく 1 分類とした。 

【複数棟分棟型】は広い敷地に比較的低層で各棟を分散配

置し、建物と中庭が並置され全体で街区を形成する。 

5.3.外部空間の性格 

学校建築にとって、生活の場としての外部空間の創出は

内部空間と同様に重要な要素である。外部空間の検討にあ

たり、建築の外形の外側にある（敷地外から建築に至るま

での）外部空間(アウター・エリア)と、建築の外形に囲わ

れた内側にある外部空間(インナー・エリア)にわけて分析

をおこなった。 

敷地外から建築に至るまでの外部空間(アウター・エリ

ア)には、敷地からエントランスまでを遊歩道的につなぐ<

プロムナード型>、敷地から建築にいたる手前に広場を設け

る<エントランス広場型>、敷地に直接正対して建物が建つ

<敷地正対型>、敷地から直接大階段によるアプローチを設

ける傾斜地に多い<大階段型>、建物のピロティ部分をエン

トランス空間とする<ピロティ型>に分類される。 

建築の外形に囲われた内側にある外部空間(インナー・エ

リア)では、その囲われ方により、4 辺を建物が囲む<クロ

ーズド型>、2 辺または 3 辺を建物が囲む<オープン型>と、

建築に囲まれる外部空間が存在しない<パラレル型>に分類

される。また、この外部空間は機能により<グラウンド型>、

<プラザ型>、<ガーデン型>に分類される。これらの構成と

機能を組み合わせ、類型化をおこなう。 

5.4.アクティビティや居場所を支えるフリー・スペース 

生徒の移動や居合わせ、居場所の形成など、学校におけ

る生活の場であり教科内外での学びを支える重要なスペ

ースをフリー・スペース(以下 FS)と呼ぶこととする 24)。

⽴地 Ⅰ:市街地(商業地),Ⅱ:市街地(住宅地),Ⅲ:郊外住宅地＋緑地 Ⅳ:⽥園地(農村⾵景)、 
S:傾斜地 

表 6 対象中高一貫校 22 校の一覧表 

学校名 略称 延床⾯積(㎡) クラス数 規模 階数 ⽴地 新建築出典

学習院中・⾼等科校舎 GA 14,669 30 L 5 Ⅰ 1998/12

⽴教池袋中学校・⾼等学校 RK 17,871 24 L 6 Ⅰ 2000/04

追⼿⾨学院中学校・⾼等学校 OT 13,998 36 LL 4 Ⅱ 2019/06

静岡⼤成中学校・⾼等学校 SI 11,447 27 L 6 Ⅰ 2005/03

桐蔭学園⼥⼦部中学校・⾼等学校 TO 23,717 30 LL B2,4 ⅢS 1985/09

⾜⽴学園中・⾼等学校 AD 16,670 42 LL 6 Ⅰ 2008/01

獨協中学・⾼等学校 DK 11,169 30 L 5 Ⅰ 1999/02

広島叡智学園中学校・⾼等学校 HE 10,590 12 M 1 Ⅳ 2019/06

睦学園神⼾国際中学校⾼等学校 KO 10,001 18 M 4 ⅢS 1992/12

⽴命館中学校・⾼等学校 RT 36,893 51 LL 6 Ⅱ 2015/06

千⾥国際学園 SE 16,669 24 L 4 ⅡS 1991/07

恵泉⼥学園 中学・⾼等学校 KE 22,339 30 LL 4 Ⅱ 2004/08

カリタス⼥⼦中学⾼等学校 KA 24,390 27 LL 4 Ⅰ 2008/06

武⽥中学校・武⽥⾼等学校 TA 13,037 35 LL 5 ⅣS 1991/01

⽇本⼤学第三中学校・第三⾼等学校 NI 18,004 24 LL 2 ⅢS 1976/07

栄光学園 中学校・⾼等学校 EI 13,319 24 L 2 Ⅲ 2017/04

会津学鳳中学校・⾼等学校 AI 22,054 27 LL 3 Ⅰ 2008/01

広島なぎさ中学校・⾼等学校 HN 17,469 36 LL 4 Ⅱ 2009/01

慶応義塾湘南藤沢中等部・⾼等部 KF 13,157 30 L 2,5 Ⅲ 1992/08

智辯学園和歌⼭中学・⾼等学校 CH 12,300 24 L 2 ⅣS 1979/09

海陽中等教育学校　 KY 21,555 24 LL 4 Ⅲ 2008/01

同志社中学校・⾼等学校 DS 24,278 48 LL 3 Ⅱ 2010/06
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内部空間と外部空間いずれにも FS が存在し、その機能に

より<移動型 FS>(移動を主とした空間 25)：廊下、階段な

ど)、<滞留型 FS>(滞留を主とした空間 26)：アルコーブ、

コーナー、バルコニーなど)と分類される。 

6.類型化の考察 

前章の類型化の視点に基づき、棟の構成による 5 類型ご

とに単位空間の配列、外部空間の性格、フリー・スペース

の性格の 3 項目を整理したものが表 7～11 である 27)。 

6.1. 1 棟ライン型 (表 7) 

【1 棟ライン型】は 7 件が抽出された。市街地が 6 件、

斜面地が 1 件であった。敷地の制約のためにフットプリン

トの小さい単純な<中廊下型>となる事例が多い。 

この形式からは、中廊下をジグザグ状とすることで各所

に FS を設け、同時に外周部にバルコニーを配し内外平面

に<滞留型 FS>を展開する[OT]、敷地に制約がありながら、

整形平面に 2 層吹抜けを平面的にずらし各階に配置する

ことで建物全体を立体的に繋ぎ断面的に<滞留型 FS>を展

開する[SI]、が特徴的な事例と考えられる。 

6.2. 1 棟フィンガー型 (表 8) 

【1 棟フィンガー型】は１階建の[HE]のみであった。枝分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かれ形状の平面形となるための敷地の余裕が必要なことが、

事例が少ない理由と考えられる。この形式は純粋なフィン

ガー型の構成としてではなく、【1 棟ループ型】の端部[RT] 

[SE][KA]、【複数棟連結型】の端部[TA][NI][EI]などに現

れやすいと考えられる。 

6.3. 1 棟ループ型 (表 9) 

【1 棟ループ型】は 5 件が抽出された。ループの中心に

ある空間は、吹抜け[KO][RT]、中庭[SE]、中庭と吹抜けの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表 7 1 棟ライン型の空間構成の分析 

表 8 1 棟フィンガー型の空間構成の分析 

表 9 1 棟ループ型の空間構成の分析 

凡例:    フリー・スペース(廊下・オープンスペース)     内部階段     内部吹抜     外部廊下・バルコニー    外部階段     外部吹抜け    エントランス 
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組合せ[KE][KA]の 3 つの構成がある。吹抜けをループの中

心とする形式からは、外部空間は<オープン型>でアトリウ

ム内にループ状に設けた<滞留型 FS>とアトリウム外周の

コ型配列の教室棟群の中廊下型に設けた<滞留型 FS>とい

う 2 種の FS を持つ［RT］、中庭と吹抜けの組み合わせをル 

ープの中心とする形式からは、外部空間は<クローズド型>

で、大きな吹抜けと大きな中庭を並列しその周辺に<滞留型

FS>を設ける［KE］、吹抜けと中庭を複数配置し離散的に<

滞留型 FS>を設ける［KA］が特徴的な事例と考えられる。 

6.4.複数棟連結型（表 10） 

【複数棟連結型】は 8 件が抽出され、《フィンガー型》が

3 件、《ループ型》が 5 件であった。 

《フィンガー型》は、<平行配列>[TA][NI][EI]はオープ

ンエンドの配置となるため、すべて<オープン型>で、廊下

に並行に中庭が配置される。建物内の FS は<片廊下型><中

廊下型>の単調な<移動型 FS>である。 

《ループ型》は、いずれも複数の<クローズド型>の端部

に一部<オープン型>が組み合わさった構成であり、<平行配

列>[AI]と<□型配列>[HN][KF][CH][KY]がある。 

<平行配列>の形式からは、中庭のまわりに片廊下を配し、

複数の中庭の性格が均質な<移動型 FS>の[TA][NI][EI]に

比し、教室棟が 3 列の平行配列で 3 つの外部空間<プラザ

型>を持ち、<移動型 FS>に沿って外部空間と吹抜けに面す

る中高それぞれの 2 種類の<滞留型 FS>を持つ[AI]が特徴

的な事例と考えられる。 

<□型配列>の形式からは、<□型配列>と<コ型配列>が入

れ子状に構成され、2 つの<クローズド型・プラザ型>と 1

つの<オープン型・ガーデン型>を持ち、<移動型 FS>に沿

って設けた吹抜けにより<滞留型 FS>を形成する[KF]が、

特徴的な事例と考えられる。 

6.5.複数棟分棟型 (表 11) 

【複数棟分棟型】は 1 件［DS］のみである。各棟はシン

プルな「教室-片廊下-中庭」の<片廊下型>と「教室-中廊下

-教室-中庭」の<中廊下型>の併用からなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.まとめ 

本稿による中高一貫校の全体構成と内部空間の接続空間

の性質をおもに、それらの類型的把握を行った(表 12)。結

果、棟の構成から代表的な 3 つの類型とその特徴的な作品

を析出することができた。 

表 10 複数棟連結型の空間構成の分析 

表 11 複数棟分棟型の空間構成の分析 

凡例:    フリー・スペース(廊下・オープンスペース)     内部階段     内部吹抜     外部廊下・バルコニー    外部階段     外部吹抜け    エントランス 
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第一の類型は【1 棟ライン型】である。シンプルな長方

形平面という特質があり、内外平面に<滞留型 FS>を展開す

る[OT]、立体的に<滞留型 FS>を展開する[SI]が析出できた。 

第二の類型は【1 棟ループ型】である。中心性を持つ構

成という特質があり、吹抜けを中心に<滞留型 FS>群を設け

る［RT］、吹抜けと中庭の周囲に<滞留型 FS>を設ける [KE]、

中庭と吹抜けを離散的に<滞留型 FS>を設ける[KA]が析出

できた。 

第三の類型は【複数棟連結型】である。分散型による構

成という特質があり、プラザとダブル廊下に面した吹抜け

による 2 種類の<移動型 FS>と<滞留型 FS>を設ける[AI]、2

つのプラザを囲むように<移動型 FS>と<滞留型 FS>を配列

する[KF]が析出できた。 
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24)  学校建築では、一般的に「オープンスペース」とは、教科の
オープンスペース、教室に隣接するオープンスペースなどを
指す。本稿ではこの「オープンスペース」と区別するために、
部屋以外のオープンな空間(上記のいわゆる「オープンスペー
ス」、廊下、階段、吹抜け、渡り廊下、バルコニーなど)を総
称し「フリー・スペース」と呼ぶこととする。 

25)  廊下には、幅が部分的に広くなっており、大人数の生徒の行
動に対応する空間を有するものもあるが、家具がない場合は
移動型 FS に含めた。 
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移動 FS のみのタイプを移動型、移動 FS に加えて滞留 FS が充
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表 12 22 校の類型分析の一覧表 

凡例︓ 
[全体構成]   
１:１棟型、複:複数棟連結型、分:複数棟分棟型、ラ:ライン型、フィ:フィンガー型、ル:ループ型 
[単位空間配列]  
I︓I 型、L︓L 型、コ︓コ型、□︓□型配列、平︓平⾏配列 
[外側の外部空間]  
プロ:プロムナード型、広:エントランス広場型、正対:敷地正対型、階:⼤階段型、ビ:ピロティ型 
[内側の外部空間]  
オ:オープン型、ク:クローズド型、パラ:パラレル型、プ:プラザ型、ガ:ガーデン型、グ:グラウンド型、 
[FS]  
移:移動型、滞:滞留型、光:通⾵採光、 
( ):移動型 FS に部分的に滞留型 FS があるもの   △:局部に限られるもの 

学校名 略称 棟の構成 単位空間
配列

外側の
外部空間

内側の
外部空間 内部FS 外部FS

学習院中・⾼等科校舎 GA １・ラ I プロ パラ 移 光
⽴教池袋中学校・⾼等学校 RK １・ラ I 正対・ピ パラ 移 ー
追⼿⾨学院中学校・⾼等学校 OT １・ラ I プロ・ピ パラ 滞 滞
静岡⼤成中学校・⾼等学校 SI １・ラ I 正対 パラ 滞 滞
桐蔭学園⼥⼦部中学校・⾼等学校 TO １・ラ L 階 オ・グ 移 滞△
⾜⽴学園中・⾼等学校 AD １・ラ コ 正対・ピ ク・グ 移 ー
獨協中学・⾼等学校 DK １・ラ コ 正対 オ・グ 移 滞△
広島叡智学園中学校・⾼等学校 HE １・フィ ▢ 広 ク・ガ 滞 移・滞
睦学園神⼾国際中学校⾼等学校 KO １・ル ▢ 正対・階 パラ 移 移
⽴命館中学校・⾼等学校 RT １・ル コ プロ オ・プ/ガ/グ 滞 移
千⾥国際学園 SE １・ル ▢ 正対 ク・ガ 移 光・滞△

恵泉⼥学園 中学・⾼等学校 KE １・ル ▢ プロ ク・プ 滞 滞
カリタス⼥⼦中学⾼等学校 KA １・ル ▢ 正対・広 ク・ガ 滞 移
武⽥中学校・武⽥⾼等学校 TA 複・フィ 平 プロ オ・プ 移 移・滞
⽇本⼤学第三中学校・第三⾼等学校 NI 複・フィ 平 広 オ・プ 移 移・滞
栄光学園 中学校・⾼等学校 EI 複・フィ 平 広・階 オ・プ 移(滞) 移
会津学鳳中学校・⾼等学校 AI 複・ル 平 正対・階・ピ ク・プ/オ・プ 滞 移
広島なぎさ中学校・⾼等学校 HN 複・ル ▢ 正対・ピ ク・プ 滞 移
慶応義塾湘南藤沢中等部・⾼等部 KF 複・ル コ ▢ 正対・ピ ク・プ/オ・ガ 滞 移
智辯学園和歌⼭中学・⾼等学校 CH 複・ル ▢ 階・広 ク・プ 移(滞) ー
海陽中等教育学校　 KY 複・ル ▢ プロ・広 ク・プ 移(滞) 移
同志社中学校・⾼等学校 DS 分 I コ ▢ 街区 ク・ガ/オ・ガ 移(滞) 移
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